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課 程 専　攻

（類） （類）

国語選修 80 国語コース 80

社会選修 70 社会コース 70

数学選修 65 数学コース 65

理科選修 85 理科コース 85

音楽選修 25 音楽コース 25

美術選修 25 美術コース 25

保健体育選修 40 保健体育コース 40

家庭選修 15 家庭コース 15

英語選修 15 英語コース 15

　現代教育実践コース 75

学校教育選修 20 　学校教育プログラム 20

学校心理選修 20 　学校心理プログラム 20

国際教育選修 15 　国際教育プログラム 15

環境教育選修 20 　環境教育プログラム 20

情報教育選修 20 　 　

ものづくり技術選修 10 ものづくり技術コース 10

幼児教育選修 20 幼児教育コース 20

計 545 545 計 525

国語専攻 20 国語コース 20

社会専攻 25 社会コース 25

数学専攻 25 数学コース 25

理科専攻 45 理科コース 45

音楽専攻 20 音楽コース 20

美術専攻 20 美術コース 20

保健体育専攻 20 保健体育コース 20

家庭専攻 10 家庭コース 10

技術専攻 10 技術コース 10

英語専攻 15 英語コース 15

書道専攻 20 書道コース 20

情報コース 20

計 230 230 計 250

聴覚障害教育専攻

言語障害教育専攻

発達障害教育専攻

学習障害教育専攻

825 825 825 825

特別支援教
育教員養成

課程
（Ｃ類）

特別支援教
育専攻

（Ｃ類）

聴覚障害・言語障害系
コース

養護教育教
員養成課程
（Ｄ類）

養護教育専攻

〇学校教育系の４つの課程を１つの課程にまとめ、「学校教育教員養成課程」を設置。
〇現代的な教育課題等をより共通的に学ぶことができるよう、学校教育、学校心理、国際教育、環境教育の4選修を現代教育実践
コースに統合。学校教育プログラム、学校心理プログラム、国際教育プログラム、環境教育プログラムの募集人員は、現代教育実践
コースの募集人員75名の内数。
〇Ａ類情報教育選修をＢ類情報コースに移行し、高校（情報）及び中学校（数学）の免許を取得することによりICT利活用の中核教
員を養成する。

募集
人員

発達障害・学習障害系
コース

4040

10

選 修・専 攻

⇒

コース・プログラム

初等教育
教員養成

課程
（Ａ類）

初等教育専
攻

（Ａ類）

中等教育
教員養成

課程
（Ｂ類）

中等教育専
攻

（Ｂ類）

課程
募集
人員

10

教員養成課程　合計 教員養成課程　合計

養護教育専
攻（Ｄ類）

養護教育コース

学校教育
教員養成
課程

令和５年度 東京学芸大学 教員養成課程 組織再編について

入学
定員

825

入学
定員

545

230

40

10

再編後の課程・専攻（類）・コース・プログラム現行の課程（類）・選修・専攻
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教員需要の動向及び教員に求める資質に関する調査について 

 
 
＜調査概要＞ 
都道府県・指定都市教育委員会、大阪府豊能地区教職員人事協議会、 
特別区人事・厚生事務組合 教育委員会を対象に、 
令和３年５月から６月にかけてアンケート調査を実施。回答数は３６。 
 
＜教育委員会等宛ての依頼文＞ 
 

東学芸学長室第 1-1 号 
令和 3 年 5 月 28 日 

 
〇〇教育委員会  御中 

 
                                 東京学芸大学長 
                                     國 分  充 
                                                                    （公印省略） 
 
 

教員需要の動向及び教員に求める資質に関する調査について（依頼） 
 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 例年教員採用試験におきましては，大変お世話になっております。 
さて，本学では様々な教育課題に対応できる力を備えた教育者の養成を行うことを目標に、令

和５年度に教育学部の改組を計画しているところです。 
 つきましては，貴教育委員会における今後の教員需要及び教員に求める資質について、別紙様

式により可能な範囲でご記入いただき，６月 18 日（金）までにご回答いただけますと幸甚に存じ

ます。 
 回答は同封の返信用封筒にてご返送いただくか，データでご回答いただける場合は回答様式を

以下のＵＲＬに Excel 形式で掲載しておりますので，そちらをお使いいただきメールにて担当（〇

〇〇@u-gakugei.ac.jp）宛にお送りくださいますようお願いいたします。 
 ご多忙中誠に恐縮ではございますが，ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

敬具 
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＜設問及び回答（抜粋）＞ 

設問１　大学の学部段階での教員養成において、以下の項目はどの程度重要だとお考えですか。
４．とても重要、３．やや重要、２．あまり重要でない、１．ほとんど重要でない　
該当する番号を回答欄に記入願います。

⑦小学校教員免許と中学校教員免許などの複数校種の免許取得
回答

４．とても重要 ３．やや重要 ２．あまり重要でない １．ほとんど重要でない
回答数 27 7 2
割合 75.0% 19.4% 5.6%  
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学校教育教員養成課程 カリキュラムマップ 
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教員養成課程 履修基準 

（令和５年度以降） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

右記コース
以外

現代教育
実践

幼児教育
右記コース

以外
技術

書道及び
情報

総合学芸領域　（ＣＡ） 14 14 14 14 14 14 14 14
※ICT活用能力育成
　「AI時代の情報」２単位必修

健康・スポーツ領域　（ＣＨ） 2 2 2 2 2 2 2 2

6 6 6 6 6 6 6 6

22 22 22 22 22 22 22 22

6 6 6 6 6 6 6 6
※ICT活用能力育成
　「教育のためのデータサイエンス」
  １単位必修

Ⅰ群（学校教育に関する科目群） 3 3 3 3 3 3 3 3

Ⅱ群（教育全般に関する科目群） 2 2 2 2 2 2 2 2

11 11 11 11 11 11 11 11

教育の基礎的理解に関する科目 12 12 12 12 12 12 12 12

10 10 6 10 10 10 10 10
※ICT活用能力育成
　「教育の方法とICT」２単位必修

教育実践に関する科目 7 7 7 7 7 7 11 7
※ICT活用能力育成
　「教職実践演習」

29 29 25 29 29 29 33 29

5 5 5

20 20 8 12 12 20
※ICT活用能力育成
　「初等、中等〇〇科教育法」

4 4 4 4 4 4 2 4

6 14 30

42

4 4 4 4 4 4 4 4

55 55 62 58 62 66 69 57

9 9 6 8 4 0 1 7

126 126 126 128 128 128 136 126

42 49

計

教科の指導法
（幼児教育は保育内容の指導法）

合　　            計

18

教育内容科目

46
8

   自   由   選   択

16 22

計

必修科目

自コース開設選択科目

他コース開設選択科目

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談等に関する科目

22

教 養 科 目

語学領域　（ＣＬ）　（英語２＋初習語学４）

計

教育基礎科目

計

専 攻 科 目

小学校の教科に関する専門的事項
（幼児教育は領域に関する専門的事項）

卒   業   研   究

必修科目

選択必修

〇教養科目（総合学芸領域）は、１学びの基本となる科目群、２人間の存在や営みについて理解を深めるための科目群、３社会の多様性や広がりを知るための科目群、４世界
の様々な事象を科学的に理解するための科目群、の４分野に改編し開設する。
〇教育創成科目は、教育という営みの様々な課題について教育学部生が共通に学ぶ科目区分として新設した。特に教育者として基盤となる能力や学校の内外の現代的教育課題
に対応する能力を培う科目を開設し、その中から必修と選択を含め１単位科目を11科目履修する。代表的な科目として「社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン」「学び
を支えるファシリテーションの技法」「チーム学校と多職種協働」「教師のレジリエンスと自己管理能力の育成」「教育のためのデータサイエンス」「授業観察演習」「学校
教育におけるＳＤＧｓ」「いじめ・不登校と変化する社会」「未来の学校をみんなで創る」等を開設する。
〇専攻科目では、中等教育専攻において義務教育特例を活用した科目を開設し、学生が小学校教員免許取得を容易にするとともに、小学校の教科に関する学びが深まり、小学
校・中学校の接続を見通した指導力を身につけることができる。
〇教員養成フラッグシップ大学において認められる教育職員免許法施行規則に定める「教科及び教職に関する科目」の特例措置を活用し、小学校教員免許取得の際の教科及び
教科の指導法に関する科目の取得すべき単位数を３０単位から２５単位に減じて、その差分に教育創成科目で開設する以下の授業科目（各１単位、計５単位）を充てる。「社
会に開かれた探究と創造の学びのデザイン」「学びを支えるファシリテーションの技法」「チーム学校と多職種協働」「教師のレジリエンスと自己管理能力の育成」「教育の
ためのデータサイエンス」。

教育創成科目

科　　目　　等 　　 　　　　　課程・専攻・コース等

学校教育教員養成課程

初等教育専攻 中等教育専攻

養護教育専攻
特別支援教育専

攻
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（現行） 

 

右記選修
以外

幼児教育
右記専攻

以外
技術 書道 小免コース 中免コース

総合学芸領域　（ＣＡ） 14 14 14 14 14 14 14 14

健康・スポーツ領域　（ＣＨ） 2 2 2 2 2 2 2 2

6 6 6 6 6 6 6 6

22 22 22 22 22 22 22 22

教職の意義等　（ＥＷ） 2 2 2 2 2 2 2 2

教育の基礎理論　（ＥＦ） 8 8 8 8 8 6 6 8

教育課程及び指導法に関する科目（ＥＴ） 28 18 16 20 20 28 16 8

生徒指導及び教育相談　（ＥＣ） 4 4 4 4 4 4 4 4

教育実習　（ＥＰ） 5 5 5 5 5 9 9 5

教職実践演習　（ＥＥ） 2 2 2 2 2 2 2 2

49 39 37 41 41 51 39 29

16～18 16 16

教科に関する専門的事項
　　　（希望する教科）

20

教科・教職に関する科目
　　　　　　　　　　　　　　（共通ＳＥ）

3 3 3 3 3 3 5

教科（養護）・教職に関する科目
　　　　　　　　　　　　　　（専攻ＳＥ）

2～4 8 8 8 8 4 4 8

必修科目　（Ｓ）
※C類は共通必修科目（Ｓ）

10～23 14 22～36 31 40 26 26 47

選択科目A　（ＳＡ）
※C類は専攻必修科目（Ｓ）

12 12

選択科目B　（ＳＢ）
※C類は選択科目A（ＳＡ）

6 6

4 4 4 4 4 4 4 4

55 63 67 67 69 71 77 69

5 5 6 2 0 3 6 8

131 129 132 132 132 147 144 128

教 養 科 目

語学領域　（ＣＬ）　（英語２＋初習語学４）

計

教育基礎科目

1014

科　　目　　等
　　 　　　　　　課程・選修・専攻

等

初等教育教員養成課程
（A類）

21

計

   卒   業   研   究　（ＳＺ）

教科・教職に
関する科目

   自   由   選   択

計

専 攻 科 目

小学校の教科に関する専門的事項（ＳＰ）
幼稚園の教科に関する専門的事項（ＳＫ）

専攻に関する
科目

中等教育教員養成課程
（B類）

特別支援教育
教員養成課程（C類）

養護教諭
教員養成課程

（D類）

合　　            計

5～18 18 16～30
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●国際バカロレア教育と探究
学習の視点

・自然体験学習論

●こどもの学び困難と教育支援
・国際理解教育論
・子ども社会学
・文化間移動と子どもの学び
・Education for Multicultural

Children

●教員・教育支援者の
メンタルケアの基礎理論

● Edutechと最先端技術の活
用

・教育のための紙面編集
・教育のための映像編集
・教育のための情報
セキュリティ

・外国の教育（Ａ）、（Ｂ）
・教育開発と教育協力
・世界の教育多様性

●学校教育とスクールソー
シャルワーク

・現代の教育課題と文化遺産
・教育支援とカウンセリング
・地域スポーツと部活動
・学社連携と児童・生徒

★社会に開かれた探究と
創造の学びのデザイン

★学びを支えるファシリ
テーションの技法

★チーム学校と多職種協
働（貧困や虐待など、子
供の現状）

★教師のレジリエンス
と自己管理能力の育成

★教育のための
データサイエンス

★チーム学校と多職種間
協働（連携のための効果
的なマネジメント）

Ⅰ
群

Ⅱ
群

学校や社会をより良く変革することに自律的・主体的に
取り組むことができる力を有する教育者

必
修

伸ばす
資質・能力

目指す人材像

★
授
業
観
察
演
習

●学校教育におけるSDGs
・エコスクール論
・学校におけるプログラミン
グ教育
・環境と教育実践
・教育評価の理論と実践
・遊びと発育・発達
・地域の環境観測とその実践
・子どもの遊びと生活
・学校図書館で深める主体的
な学びのデザイン

・Lesson Study in Japan

●いじめ・不登校と変化する
社会

・インクルーシブ教育と
ユニバーサルデザイン

・外国人児童生徒への
日本語教育

・特別ニーズと教育
・不平等と教育
・現代の学校と外国人児童
・生徒

●未来の学校をみんなで創る
・教室集団の人間関係
・現代学校論
・学校経営のための教育経営
・教育政策

・教師の省察的実践のための
教育思想

・Education in Japan（Ａ）、
（Ｂ）

●教育情報化の基礎 ●学校保健・衛生管理と
マネジメントサイクル

・教職基礎としての子供の
安全

・学校教育と地域連携

「教育創成科目の全体像」

★（赤字）：学校教育教員養成課程必修科目
●（橙字）：Ⅰ群・Ⅱ群（選択必修科目）のうち、中核的な現代的・先導的科目

選
択
必
修

変化が激しく予測困難な時代へ対応できる力と
新たな価値を創造できる力を

子供に育成することができる教育者
「探究力、創造力、他
者・社会と協働できる
力」を育成する力

子供が置かれている
多様な環境への対応力

学び続けるために自己
をマネジメントする力

学校教育のより良い変
革に資する基盤となる

探究力、創造力

学校内での協働・社
会との連携をマネジ

メントする力

資料５

学生自ら履修計画
をデザインさせる
ことで、学生の
自律性・主体性を
引き出す。

実践に繋げる
科目
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